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布の質感がスカートの視覚評価に与える影響

一木幹子

(2009年11月13日受理)

Effects of the Quality of Cloth on the Visual Evaluation of Skirts 

Motoko MIKI 

Abstract 

In this study， we made skirts with various fabrics of differing surface's properties and 

performed a visua1 sensoηtest to demonstrate the influences that the surface's feature of a 

fabric has on the visua1 images of sk凶 s.

We made 12 kinds of tight and flared skirts with 6 kinds of fabrics for the visua1 senSOlγtest. 

The fabric images of each skirt gave a greater influ巴nceon the eva1uation ofthe skirts than the 

silhouette of each skirt did. Eva1uators performed the visua1 sensoηtest of the skirts w hile 

foreseeing fee1 of the fabrics. Shiny fabrics gave flared skirts the image of“more gorgeous" 

with the drape of the skirt. The flared ski.rts made from the raised fabric gave a thick impact 

more than th巴tightskirts did. 

1 



2 (三木幹子)

I 緒言

衣服の印象を決定づける要因として，デザイン，シルエット，色・柄，素材，風合い，着心

地，流行，ブランド等の影響が考えられる。

著者らはこれまでの研究において，フレアースカートの接ぎ枚数，地の目方向，および布地

と縫い目の力学特性がのシルエットに与える影響について明らかにし，スカートのドレープ分

量と布の力学特性がシエットに与える影響について考察してきた(三木幹子等1995，1998， 

2001，三木幹子2000)。また，布地の表面特性の持つ審美的要素について，視覚官能評価およ

び触覚官能評価の両方を行い，布地の視覚的特性が触覚にどのように影響を与えるのかを明ら

かにした(三木幹子2008，2009)。

本研究では，異なる表面特性の布地でスカートを製作し，視覚官能評価を行い，布地の表面

特性がスカートの視覚的な印象に与える影響について明らかにする。

1.実験時期 2009年 9月

2.被験者広島女学院大学4年生18名

3.試料布の選定とスカートの製作

E 実験方法

素材，織り組職，表面特性等が異なる 6種類の試料布を選定し，官能評価用のタイトスカー

トとフレアースカートを計12種類製作した。布地の詳細は以下の通りである。

①サテン(ナイロン・朱子織り)，②ツイード(ネップツイード，毛混紡)，③デニム(綿・綾織り・

インデイゴ)，④ポプリン(平織り・綿)，⑤ツイード(紡毛)，⑥フリース(ポリエステル・起毛)

タイトスカートをT①-T⑥，フレアースカートをF①-F⑥とした。写真1に実験に使用

したスカートの画像を示す。

スカートのサイズと各部位の寸法の詳細は以下の通りである。

タイトスカート:ウエスト64cm，ヒッフ。93cm，丈65cm，裾回り93cm

フレアースカート (4枚接ぎウエスト64cm，ヒップP1l3cm，丈65cm，裾回り220cm

4.視覚官能評価

12種類のスカートを9ARサイズの人台(トルソー)に着装させ，視覚官能評価を行った。評

価にはSD法を用い，スカートの印象や着心地等を表す形容語対20個を設定し 5段階尺度で

評価してもらった。(形容語対は図1参照)
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写真1 スカート画像12種類および布地画像
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1.官能評価プロフイール

(1)布地による比較

(三木幹子)

E 結果・考察

図1-1と図 1-2に，全12種の各スカート試料について全被験者の平均評価値をプロット

した官能評価プロフイールを示す。

図1-1より，タイトスカート 6種を比較すると，スカート T①は「高級感があるJrフォ
ーマルJr上品Jr派手Jr都会的JrすっきりしたJrコーデイネートしにくいJrシルエットが
美しい」の評価が高い。布地①はサテン素材であり， ドレス等のフォーマルウエアに使用され

る素材であるため，スカートの高級で都会的なイメージが強くなったと思われる。また薄地の

素材であることから，すっきりとした美しいシルエットを構成することが可能であると考える。

ただし独特の光沢を持つため，他の衣服アイテムと組み合わせて着ることは難しいという印象

が強しミ。

スカートT②は， rおしゃれJrセンスがよいJr素材が適しているJr男性受けするJr親し
みやすいJr好き」の評価が高い。ツイード素材ではあるが，白と暖色系を基調としたやわら
かな色合いの布地であるため，女性的でエレガントな印象が強くなったことが，被験者の晴好

性が高くなった理由であると考える。

スカートT③は， r安価なJr若々しいJrカジュアルJrくだけた(ラフな)Jrカントリー」
の評価が高い。布地③はデニム素材であり，被験者の学生にとっては日常着の服として見慣れ

ている素材である。したがって，タイトスカートであってもカジュアルな印象が強くなったと

思われる。

また，着心地に関する評価では， T⑤が最も「着心地が悪い」と評価されていることから，

被験者は視覚的な印象のみであっても，布地や服の手触りや風合い，着心地を予測して評価し

ていること治宝わかる。

医11-2より，フレアースカート 6種を比較すると，各評価項目においてタイトスカートと

同様の傾向が見られた。このことから，スカートの印象は，そのシルエットよりも素材のイメ

ージに強く影響を受けているといえる。

(2)スカートの種類による比較

図2-1，図 2-2にタイトスカート (T①~⑥)とフレアースカート (F①~⑥)を比較

した官能評価プロフイールを示す。

どの布地においても，フレアースカートよりもタイトスカートの方が， r大人っぽいJrフォ
ーマルJr堅苦しい」の評価が高くなる。これはタイトスカートが持つビジネス的な印象によ
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カートとフレアースカートの比較)
図2ー1
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ると考えられる。また， r活動的」の評価は，裾回り寸法が大きくなり歩行等の機能性が高ま
るという理由から，フレアースカートの方が高くなる傾向がみられる。

布地①に関しては，他の素材とは反対にフレアースカートの方が「高級感がある」と評価さ

れていることがわかる。通常，フレアースカートは若くカジュアルな印象が強いが，布地①の

場合，フレア一分量が多くなるとサテンの光沢量が多くなり，被験者にフォーマルドレスを想

像させたことが要因であると考える。そのため「派手」の評価においても， T①よりもF①の

方が評価が高い。

T⑥とF⑥を比較すると， r堅苦しいーくだけたJrすっきりしたーもたついた」の項目での
評価の差が大きい。布地⑥は厚手の起毛素材であるフリースであることから，布地分量が多い

フレアースカートに適用した場合，極端に裾が広がったシルエットを形成することからこのよ

うな評価の差になったものと思われる。

2.単相関係数

スカートの視覚官能評価に用いた20個の評価項目(形容語対)聞における単相関係数を表1

に示す。検定の結果，相聞が有意で、あった組合せに柿 (p<1%)または事 (p<5%)を記して

いる。

表 1 単相関係数

単相関 一高a安a績値がなある 夫若人々っしいぽいー ヲカ牢ヲーュアマJルトー よ晶一下品 塁だけ昔ずしdもラ」フ〈 おしゃtレーだ センスがよい 訴手一抱腹 .. 会館トーカン 夏同き-4肉な} さい -l!"、 トリー き
富量感がある安価な 1.0000 -
大人っぽいー若々しい 0.7313帥 1.0000 
フォーマJレーカジュアル 。ι578岬 0.6962岬 1.0000 -
よ晶一下品 0.7319押 0.5735梓 0.6650特 1.0000 -
呈苦し，~ー〈だけた〈ラフな) 0.5175 ** 。晶6078再 0.6230梓 0.5848 1.0000 
おしゃ才レーださい 0.5617輔 0.3313圃 0.3226咽 0.6326 0.2.174騨 1.0000 -
センスがよいー悪い 0.4836碑 0.2623柿 0.2268 *" 0.5237 0.1101 0.8051梓 1.0000 -

派手一地球 0.4916梓 0..2182岬 0.3369碑 0.4285 0.1951輔 0.4008司 0.3115再 1.0000 -
部会命令ーカントリー 0.5086輔 0.3928柿 0.5283縛 0.5028 0.4142柑 0.3353梓 0.2881榊 0.5942榊 1.0000 -
豆向き-4向き -0.2166神弔0.3645神 -0.2132神ー0.1863 -0.3358輔・0.0723 -0.0754 0.1904岬 0.1264 1.0000 -
施行の一定番の 0.0427 0.0394 0.0516 。0209 0.0149 0.0061 0.0474 0.3006岬 0.1701帥 0.1651辛
活動的ーおとなしい -0.0867 -0.3027梓ー0.2489神・0.1251 -0.3555判 0.1675本 0.1587事 0.2688輔ー0.0525 0.3961 _ 

着心地がよ，~着心地合唱い 0.1246 0.0883 0.0400 0.2336 0.0756 0.3638梓 0.3536輔 0.1331事 0.0890 0.1521事
すっきりした-'1.たついた 0.1035 0.0223 0.1122 0.2162 0.0374 0.1857_ 0.1581事 0.2164割 0.1993帽 0.4822崎
コーディネートしやすいーしlこ〈い 0.0482 -0.1267 -0.1069 0.1020 -0.1570事 0.3110神 0.3802再 -0.1137 -0.1561寧 0.1385￥ 
シルエットが美しいー葺し〈ない 0.5042梓 02756岬 0.3505軸 0.5448神 0.1738岬 0.5240帥 0.4979軸 0.3647 _ 0.3730岬 0.1474事
書材tJ'適しているー誼していない 0.3798 "'* 0.2.035制 0.2678柑 0.3863輔 0.1142 0.5289輔 0.4739輔 0.1974_ 0.2099輔 0.0876 
男怯呈けする一男世呈けしない 0.3029梓 。0775 0.1068 0.40叩梓ー0.0167 0.5590梓 0.5641押 0.2189梓 0.2220神 0.0874 
親しみゃすも'-視しみに〈い 0.0929 0.0496 0.0840 0.1821岬 -0.1317事 0.3932柿 0.4389紳 -0.0559 -0.0911 0.0078 
好き揖い 0.3364事# 0.1207 0.1086 0.3917梓 -0.0120 0.6349事本 0.6800輔 0.1889事事 0.1076 0.0330 

認蓄符のZト一定 若抱飽ーおと ー"翁心地心治がよがい すっきりした コーヂィキ シ"ヱット.' い素材るーが遺過ししてて ー男性勇受健付受すけるし -観aしみしやみすlこ〈い単掴関 なしい トしやす巴』ー 乗しLー美し ~1!-iIい思い ーもたついた し1::<L、 〈本い いない 怠い L、
涜行の定番の 1.0000 
活動的ーおとなしい 0.2230押 1.0000 -
着心地がよ，~着，~地が悪い ー0.0714 0.27凹帥 1.0000 -
すっ吉りした.-'1.たついた -0.1318事 0.1018 0.3065紳 1.0000 
コーディネー卜しやすL'-しに〈い -0.0812 0.1630・ 0.4074事. 0.2893神 1.0000 -
シルエットが葺しい一美しくない ー0.0782 0.0892 0.3528軍事 0.5137_ 0.4544制 1.0000 -
素材が適しているー適していない ー0.0297 0.1211 0.3875輔 0.3650梓 0.3912梓 0.5387椅 1.0000 -
男性畏けする 男性呈けしない 0.0430 0.1191 0.3633圃 0.2039- 0.4930 *'" 0.5137昌 0.4158梓 1.0000 
親しみゃす，'-現しみに〈い -0.2255 _ 0.1074 0.4334輔 0.1722_ 0.5457判 0.3505 *'" 0.3566帽 0.5855咽 1.0000 
好きー描い 。。判。 0.2121岬 0.4348柿 0.2685碑 0.5039輔 0.5229神 0.5035梓 0.6683梓 0.6477梓 1.0000 
無相関白積定 *:pく日韓p<l%

「好き」と他の形容語対との相関に注目すると， ["高級感があるJr上品JrおしゃれJrセン
スがよいJr活動的Jr着心地がよいJrすっきりしたJrコーディネートしやすいJr素材が適
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しているJ等との聞に有意な相聞がみられた。被験者は，スカートの視覚的な美しさやデザイ

ン性だけでなく，機能性や着回しのしやすさ等の実用性も考慮して評価しているといえる。

また， rシルエットが美しい」と， r堅苦しいJrすっきりしたjとの聞に有意な相闘がみら
れることから，被験者はタイトで細身のシルエットを「美しい」と評価していることがわかる。

3.因子分析

スカートの視覚評価に関する基本因子を抽出するために， 20個の形容語対を変数に，被験者

18名の12種類のスカートに対する全評価を観測回数として因子分析を行った。因子分析には主

因子法を用い，パリマックス回転法により同l回転後の因子負荷量および各スカートの因子得

点を求めた。その結果，表2に示すような固有値1.0以上の 4因子が抽出された。因子負荷量

より各因子の意味を検討した結果，第1因子は「好き一嫌いJrセンスがよい一悪いJr親しみ
やすいーにくいJ等の形容語対の因子負荷量が大きいことから，“晴好性とファッション性の

因子"と解釈した。第2因子は「フォーマルーカジュアルJr大人っぽい一若々しいJr高級感
がある一安価なJr上品一下品」等の形容語対が大きい因子負荷量を示したことから，“高級感
とフォーマル性の因子"と解釈した。 表2 因子分析

第3因子は「すっきりしたーもたつ
因子負査量:回転後(ハ.')刊以法)

第1因干第2因乎 第3因子 筆4因子
変数名 晴好ン性ヨニとパフ品宝アツ フォ高ー級マ串ルと川怪 季節畠 イン，~クト

いたJr夏向き一冬向きJの因子負
好き嫌い 0.8448 0.0907 0.0172 0.0414 

荷量が大きいことから，“季節感の
センスがよいー悪い 0.7586 0.2761 -0.1023 0.2360 
男性受けする一男性受けしない 0.7391 0.1018 0.0903 0.0617 
親しみゃすいー親しみにくい 札7352 -0.1202 0.0262 -0.2149 

因子"と解釈した。第4因子は「派 おしゃれーださい 0.7260 0.3877 -0.0575 0.259日
コーディネートしやすいーしにくい 0.8523 -0.1744 0.2104 -0.2035 
シルエットが美しい一美しくない 0.5709 0.38日4 0.4407 0.027日

手一地味Jr流行の一定番のJr活動 素材が適しているー適していない 0.5619 0.2445 0.2588 0.0149 
着心地がよいー着心地が悪い 且5310 -0.0399 0.2463 0.0374 

的ーおとなしいjの因子負荷量が大
フォ マ)1--ーカジュアJレ 0.0650 0.0306 

大人っ惑ぽがいあーる若一安々しい 0.0445 11. 0.8137 -0.1626 -0.0421 
高級 価な 0.3137. 0.7901 -0.0292 0.1784 

きいことから，“インパクトの因子"
よ晶一下品 0.3956. 0.7650 0.0628 0.0792 
堅苦しいーくだけた(ラフな) -0.0895. 0.7562 -0.0526 -0.0969 
都会的ーカントリー 0.0447" 0.5926 0.2441 0.3983 

と解釈した。したがって，スカート
すっきりしたーもたついた 0.2499 0.0924" 0.72剖 -0.0386
夏向吉一冬向吉 0.0060 -0.3238 
派手一地味 0.1354 0.3852 

の印象はこれらの4因子が基本とな 流行の一定番の -0.1060 且0119
活動的ーおとなしい 0.2432 -0.3541 

固有値 4.6710 4.3574 

っているといえる。 寄与率 23.36児 21.79尚
墨盈寄与率 23.36% 45.14% 

4 .因子得点の分布

各因子に対する全スカートの位置関係を検討するため， 12種類のスカートそれぞれについて

因子得点を算出した。

図3-1に第1因子と第2因子を横軸と縦軸にとり，全スカートの因子得点を分布させたグ

ラフを，図 3-2に第1因子と第3因子に分布させたグラフを示す。また，同じ布地のタイト

スカートとフレアースカートを楕円で囲って表示している。
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図3-1より，第1因子“晴好性とファッション性の因子"については， T②とF②， T③

とF③が共にプラスの領域に位置しており，これらのスカートに対する被験者の晴好性が高い

ことカ宝わカミる O

しかし，第2因子“高級感とフォーマル性の因子"を見ると， T②F②はプラス， T③F③は

マイナスの評価であることから，フォーマル素材(布地②)，カジュアル素材(布地③)といっ

た高級感イメージに関係なく，被験者のスカートに対するI啓貯性は評価されているといえる。

図3-2より，第3因子“季節感の因子"については， T④F④， T①F①， T③F③がプ

ラス， T②F②， T⑤F⑤， T⑥F⑥がマイナスの評価を得ている。このことから，布地によ

ってフレアースカートの裾の広がり幅は異なってはいるが，全体のシルエットよりも布地の視

覚的な風合いによって季節感は評価されていることがわかる。

第4因子“インパクトの因子"については， F①の因子得点が最も高く， I派手JI流行」と

評価されている。タイトスカートとフレアースカートは本来，若い女性の感覚では保守的で大

人しいスカートという印象が強いと思われるが，布地①が光沢の強いフォーマル素材であるた

め，布地分量の多いF①は「派手」というイメージが強くなったと思われる。

タイトスカートとフレアースカートを比較すると， T①とF①， T③と F③はどちらもフレ

アースカートの方が第1因子が高く， IセンスがよいJIおしゃれ」と評価されている。布地③

のデニムは元々被験者にとっては身近で親しまれている素材であるが，フレアースカートにす

ることで若々しさやカジュアルさが強調されたことが要因だと思われる。布地①の場合は，前

述の通り，フレアースカートにすることにより， ドレープ分量が増え，光沢感や派手さが増し

たことが要因であると考える。このことは，第4因子において， T①よりもF①の方が評価が

かなり高くなっていることからも説明が可能である。

第3因子では， T⑥よりもF⑥の方がマイナスに評価されており， IもたついたJI冬向き」

の評価が高くなっている。布地⑥のような厚手の起毛素材は，タイトスカートでは素材の特徴

は目立たないが，フレアースカートにすることで嵩高効果により厚手の印象が強調されたと思

われる。布地⑤のツイード素材でも同様の効果が見られる。

また，布地④はどの因子においてもタイトスカートとフレアースカートの違いはあまり見ら

れなかった。これは，布地④が薄手の綿素材であること，平織りで白色というシンプルさ等の

明確な特徴から，スカートのシルエットが変わっても視覚的な印象に違いが出なかったものと

思われる。
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まとめ

表面特性の異なる布地6種を用いて，タイトスカートおよびフレアースカートを合計12種類

製作し，視覚官能評価を行った結果，以下の結論が得られた。

1.フォーマル素材とカジュアル素材の場合，スカートの印象も布地と同じ評価になる傾向が

見られた。すなわち，スカートの評価は，そのシルエットよりも素材のイメージに強く影

響を受けているといえる。

2.スカートの着心地や風合いに関して被験者は，視覚的な印象から布地や服の手触りを予測

して評価していることがわかった。

3. フレアースカートよりもタイトスカートの方が， r大人っぽいJrフォーマルJr堅苦しい」
の評価が高くなる傾向が見られた。

4.単相関係数より，被験者はスカートの視覚的な美しさやデザイン性だけでなく，機能性や

着回しのしやすさ等の実用性も考慮して評価していることがわかった。

5.スカートの視覚評価に関する因子分析を行った結果，“晴好性とファッション性の因子"

“高級感とフォーマル性の因子"“季節感の因子"“インパクトの因子"の4因子が抽出さ

れた。

6.因子得点の分布より，フォーマル素材，カジュアル素材といった高級感のイメージに関係

なく，被験者のスカートに対する晴好性は評価されているといえる。また，スカートの全

体のシルエットよりも，布地の視覚的な風合いによって季節感は評価されていることがわ

かった。

7.光沢の強いサテン素材の場合， ドレープ分量の多いフレアースカートの方が“インパクト

の因子"が高くなる傾向が見られた。

8.厚手の起毛素材の場合，フレアースカートは嵩高効果により厚手の印象が強調されること

で，タイトスカートよりも「もたついたJr冬向き」の評価が高くなる傾向が見られた。

終わりに，官能検査にご協力いただいた学生諸姉に感謝しミたします。

本稿は広島女学院大学学術助成により行ったものである。
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